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合，空間唯荷のない場合の一般式は
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と考へられる． ζLでzは空間電荷のない場合の千面更正係撤を示し， A は常数である．然るに

現在の場合，昼間電荷の影惇が入って来るから次の式て哉はされねばたらない．

x( 11 x Cl -/3）日 土）－JJ－ E一一(1－α｝ h J , •. 
とLで αは平面更正をなす際，標準と'Ii.るべき平地面上の昼間電荷の影響を示す項，βは平面更

正をなすべき舶の室開電荷の垂直分布の影響を示す項，及びγは水平分布の影響を示す項であるが

α，β及 γは時と共iζ鑓佑し又地上の商さ或は建物よりの距離に依って鑓佑するものと考へられる

故，一元的にはi),とめるととは出来ない．

現；自得られた質験式は此の式を幾分費形したものとたるが，とれは初め K を決定する際空間電

荷の影響を考へて居たいとと，空間電荷の影響が時及地上の商さ或建物からの距離に依って費化す

るζと等から許容し得られるととであらうと思ふ．

5, 集象獄態に依る空中電位傾度測定に郵ナる考慮

(3）簡にてはベンドルフ自記電位計を使用する場合感度の綱節Kついて，又（-1)I却にては蒐電器

の位置に依る平面克正係撒の鑓化について二三の寅験結果を述べたが，とれらに依り，領級欣態に

よる租kの空中電気的j伏態に封し，良好'Ii.銅盤紙態について考察して見る．

<l）平常時は大値 500Volt/l¥Icter位迄詩話器出来れば充分である．従って吊訴は太さ 40μ.～50 μ. 

程度の洋銀線にて電位計は調整容易で，感度も安定'Ii.斌態が保たれる様に調整するととが必要であ

る．卸ち補助電＇!I!は土40～100Volts程度で電盤鑓動の少い電池を使用し，吊訴の間隔も一様とな

る様上端の間隔を3粍内外とする．かLるj伏態で蒐電滞取付用の梓は砲測蜜の側壁の中央近＜tt:設

置し，建物の端の影響をなるべく避けた方が良〈， 共の地上の商さはZ米位，蒐電器の位置は側壁

より 1米位が泊省である棋に思はれる．

<2）降雨に於て盈雨或は豪雨の場合或は遠雷の場合は屡荷数千グォJレト毎米以上に議する電位傾

度が観測され．之等に釣しては大健 5000Volts/lictc1・ 位迄肥鎌し得る様に調整し世くととを要す

る．之には電位計の補助電E，成は吊績のよ端の間隔或は:7J三酉更正係撤等に遁嘗なる艶克を施して

容易に開盤出来る．此の場合補助世鹿及び半面更正係撒の鍵ll!tt:依つては1/1：満に此の程度迄胴盤出

来ゐけれEも吊綜のよ端の間隔を嬰更する場合は阜澗にては開整し得られない．何れにしても三者

の遁蛍たる併用調整が油宮であらう．

(3）雷雨時に於ては激寓グォルト毎米程度の電位傾度に建する場合があるとされて居るので之を
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完全に配線するのは中身困難である．此の場合は（1）の場合の 100倍程度の測定範聞が要求され

る．此の場合は~電部の位世を側既に近〈且地上よりの高さを低くし，又補助官邸を低くする必要

がある．蒐電器の位置を側壁K近づけるととに依って得られる平面頁E係教はせいぜい 10程度で

あり地上よりの高さを低くするととに依つでも此程度しか縛られぬ．（世践的

~tc補助電虚を 2～10 ヴォルト程度に極度に低下させると感度は平常時の歩、20 倍位に鈍らせ

るととが出来る，（第 3倒 II）叉電位の吊訴の上端の間隔を鎚克するととに依って平常の 2倍位

の寸法値とするととが出来る．以上三者の遡常なる併用によって敷商ヴォルト毎米程度の親測は出

来得るのであるが，（3）及び（4）節に於て考へられた困難を充分検討して，i直宮なる併用を採用し，観

測目立びに調整に充分なる注意が肝要である．

以上は大値の棋準について務・へたもので，特別な地域或は観測所の欣態に依って遁宮1i.考’慮がな

され完託ければ友らね．

8. 柿聞にτ記録された商偏電位傾鹿

柿岡にては昭和 10年以来室中電集的擾臨時の高偏電位測定の目的を以てベンドルフ自記電位計

を大値第 3去の如〈調節して置いたが，ヨえに昭和 10年 7月～9月，昭和 11年 6月～8月，昭

和 12年 7月～8月及び昭和13年7月～9月等の期聞に於て撞姐，時に記録し得た電位傾度につい

て述べる．第 3表の寸断立の欄は自記紙よけEの動きに劃する電属を示しであり，記都棋の官蹴

し得る範囲は大値 10組であり， Z存脳は大値中央に調整して置いたので δ極に劃する電鹿が算出

され，昭和 10年～12年では蒐電器の位置は壁より約 1米で，千面克正係数は 1.44昭和 13年

でば~電器の位世は壁より 20 艇で千百更正係撒は 5.00 であるから，各々 t亡霊Jする最大自己主張電位

傾度が得られる．又補足｝J電厩のfifiは大健の大きさを示した．

$ !l法 句tf!l::ftの初登欽悠
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ζれ等電位計の捌盤撒態は（3）箇の賞胎より期待されるものと畿分』もなる断あるは，吊赫の太さ

及び二本吊の間隔を適宜鑓克してあるととに依る．

とhでかhる紙態に鯛節し世くとをは常温勝及び小援制，時の鑓佑は殆んど紬｝Jljし得ないととは勿

論である．叉注意すべきととは擾剖，時には天候悪〈強烈たる風ji!:jのときが多い故，瓦電器支持物に
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封する絶縁部分の位置と乾操とに充分な考慮を喪し，風J:l:Jの場合に官って絶縁部分への降l*l水の飛

抹がかkらぬ桜，叉常に蛮熟睡或は乾鎌期等にて絶縁部分を乾燥して置くととが肝要である．との

舶は守揺時の観測の際にも勿論必要であるが，擾荷L時にては殊に必要であり，此の舶を忽せにすると

きは擾黄L時には大いたる伺位を示すのであるから， 不良主主る絶縁欣態でUc鍬は出来ても記銘c.o~小と

なって居るととに朱付かないで肥鍬を！畠理する心配が充分にある.;}l：れ放絶総j伏態の怖Hは常に念

頭に世か怠ければたらない．

次によ日己の期聞に於て記鈍した接請L時の電位｛頃度の中，その最大仙が 1000V/m以上のものにつ

いて，その最大航を大きさの順に第 4表に示す．との中向指針の掛り切ったものが多く合まれて

居るととはill憾であるが，とれに依って；rc~Jk し仰る最大侃位を何の程度に鯛撃し世くととが肝要な

るか凡その見詰・が付けられるととと思ふ，

全作 4 浪記録せるf則立の放火.fil
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去には備位の正負の匹見IJを示きたかったが，正負Eの鑓佑にも同じ程度と考へて良いと思ふ．悶

みに各々の場合の誕象扶態を雷電（応），雷鳴（T）；及び降i:f:i(o）の別にて示した

此の表に依ると昭和 10年では 11200V/m以上，昭和 11~f.では 6800V/m以よ，昭和 12年

では 10000Y/m以よ及び昭和 13年では 8000V/rn怠る電位制度のI広大備位を硯測して居るが昭

和 10年～12&J三では指j;f-t也t切って居るので，民の紘大師位を記鍬し得なかったのは遺憾である．

Tit矧I13 ！平にては一同も指針の掠り切れを観測して居ら友いが，此の年は雷同撒が少1L＜且天国通

遁の強烈たる官rnは青酸i訴し得られ1注いで， 8月 '27日には強烈友る宙l羽が 13時頃天頂を通過した
のであるが，との場合の前傘に於ては絶縁不良のため採用し得友かった侍に悲因する．
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以上により柿岡に来襲する雷雨による電位傾度の大きさの筏様が大値祭知されるが，柿岡地方は

小さな釦也であるため四方の山岳によれ雷雨の強度が弱められる傾向を有し．叉大概の宿雨が通

過後聞もたく消滅してしまふから，雷雨の温度については考臓の飴地を残し，強烈たる＇ili'雨が来襲

する地方での槻測には油嘗なる考慮が必要をあらう．

7，自記記象 の 例

柿悶にて前況の期聞にて観測し~｛｝た電位傾度の商偏電位J凶器自己象の中より第 8,9.10 lkび 11闘

の如き例を選んで参考とする．第 8 闘（n-g）は降i:Nの際に観測されたもの，~~ 9岡山－k）は

降雨は賄んどたくt昔話再のみによる際に硯制されたもの，第 10悶 (1--11）は降1*1を伴ふ宿の際に抑

制されたもの（但し留鳴のみ硯測されたもの〉及び第 11 捌（o-t）はやはり降i刊をfl~ふ悩・の際に

硯測されたもの（但し需鳴及び雷電共に硯測されたの〉を示す．但し時潟lは円本中央標準時にて示

してある．

降i*iの際は一般に負の畦場鑓化が本越して居り，費佑の有械が拘j合簡単であり， ~fiの場合に比し

て電場鍵化が小であるととは一般に認められて居る所である．然し．犠IH性の降J:l:iのときは電場艶化

は観雑と友り，急激主主費4むも認めらfL，費化の大きさも大と怠る．宙聞に依る電場鑓化は益ミ複雑

とたり，嬰佑の大きさは大で．産時間の念激ti.費佑が認めれる．かく指針の振り切れたしに電場艶

化の全貌を観察すると．普通電場鑓化測定用に調整された測定装世での硯測結;!I!;印ち指針の保り切

れある；印象と比較するとき電場鑓化の概念が幾分占もって来る械に者・へられ，前倒電位の観測を指針

の~り切れなしに測定するととの必要が捕感される．

宙誕下地よの電場鑓化についての考察は現今迄多くの論文仰があって議論され首謀の機構に迄官

及されて居るが，ζLで・1糟〈電場饗化に劃する考察については差投へ他の機舎に譲り，耳1..tcfi己鈍t

R己象を撒多〈掲げて高偏電位測定の参考に考量するに止める．

本観測調査に宮って姉感される所は，省1：同時に泊立分布した税測舶にて電場鑓化を完全に；：己封：す

るととと，気象蹴態の糊細友る翻測が必要であるととである．

s.結言

以上撒簡に於てはベンドノレフ自問電位計の構挫の一端を述べ，且：！（£電器とベンドルフ自H己電位骨1・

を使用した場合室中電気的擾創，時の2越年を如何にして得られるかを柿附にて行った費験結巣と：Jia!:.

(.J) 'l'. W. Worn』all: Proc. Roy. Soc., A, 127. (1930), p 567・6回．

S. K. Banerji: Quart. J. Rov. it.let.助c.,56, (1930), p 305・334.

S. G. Sim開。n& F. J. Scrace: Proc. Roy. Soc., A, 161. (1937) p 809-SS!l. 

T . .A. W ormell : l'hil. Trans. Roy. Soc. A. 238. p 249・卸3(1仰の． （λbs色met.: Ten. '.¥fog., 45. 
(1940), No. l】
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連ベ，叉柿岡にて盛露L時に視測された砲象の例を示し？と・

ベンドルフ自記憶位計の感度棚節は吊締の長さ及び太さ，叉二本吊の上捕の間隔及ひ禍助電鹿の

大きさ等に依って可能であり，各々に劃する計都並びに賞験結果を示した．吊締の長さ及び太さの

饗更は王匙在の場合感度に大怠る影響がたく，二本吊の上輔の間隔の鑓化は寸法値を大骨量 3倍位調

節出来る・補助電躍の鑓4むによる感度の鯛節は自由に出来る管とたるが飴り感度を鈍くするととは

質際に営つては困難を生じ範囲は限定され，調整に注意を要ずる．補助電E震を 2～10ヴォルト位に

すると寸法髄は暫通時に封して 5～20倍位にするととが出来る．

蒐電器の位置の援更卸ち地上よりの高さ（1.5米～3米）及び水平距離（20組～120粧）の嬰更に依

る平面更正係数を測定した．とれに依る質験の範囲では平面更E係撤を 10位迄とするととが出来

る樟の地上の高さ一切畑喝の距離鑓化による千商更疎開化は双曲紘 x（け）
=K に依って大樋示されるととが判った．

ヨたに地上の高さ 1.号、，3米の聞にてuを測定し，上式に依り K を決定し，とれに依り，本硯測
I 1 ¥ 2.19 

室の場合，x,h及びgの問κa:(!I一一）＝一一一ーたる質験式を縛九更に g一定の場合， z及 It
¥ "J 11.-0.4f> 

の値をとの質験式より求め，建物に依って歪曲された等電位面の形肢を明らかにした．向昼間電荷

( (1－β（lーザ） 1¥ A 
の影響を考へるときは a:(y×・一一一一一一一一l＝ーなる一般式が成立すべきととが考へられた．

¥ (1－α） ,. J h 
ベンドルフ電位計と放射物蒐電器とを用ひた測定接置に依り，平面頁正係撤或は電位計の補助世

塵を費更して昭和 10年～昭和 13年の聞に観測された擾飢時の電位傾度の測定結果の一端を報告

した．

百首訴された最大電位傾度は雷雨の際， 11200V/m以上が観測されたが，がT指針の張り切れが多く

視制されたのは遺憾であった.fnr，自己銘記象の一部を参考に掲げた．

格りに格始懇協定る御指轄と絶えぎる御椴髄とを惜まれ注い今道所長にJlJ!＜感謝申し上げる．
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